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060GCAS Report  Vol.7 2018 学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ学専攻
併せて日常にも史料散逸の危機が潜んでい
ることから、西村氏は「物語」たりえる目録を
民間所在資料に整備することの重要性を重
ねて説いている。これまでの大規模自然災害
に伴う被災資料レスキューは、社会の中に史
料保存の担い手を「内在化」させることに繋
がった。この「内在化」した担い手の人 と々とも
に、いかに民間所在資料を地域に文化資源
として還元していくかということが次なる課題と
なることを指摘し論を結んでいる。
7─おわりに
　
以上四編の各概要を説明し、それらのなかか
ら五本の論文を紹介してきた。本書全体を
通じて言えることは、民間アーカイブズを守って
いくには①明確な意義を提示すること、②保
存に向けて地域と共に活動すること、③地域
社会にその成果を還元することの三点が必
須である、ということだろう。新自由主義的な
思想が世を席巻する今、歴史学者・アーキビ
スト、そして歴史学やアーカイブズ学を学ぶ
我 は々、本書のような言説に学び、民間アーカ
イブズを守るために地域に飛び込むことが必
要であろう。
　以上で評を結びたい。不勉強なために評
者の誤読も多 あ々ろうと思うが、御著者の方々
の御寛恕を請う次第である。
書評｜国文学研究資料館編『社会変容と民間アーカイブズ』｜五十嵐和也061
